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ダイワ／ミレーアセット
亜細亜株式ファンド

★当ファンドの仕組みは次の通りです。
商品分類 追加型投信／内外／株式
信託期間 2016年 1 月21日～2026年 1 月20日
運用方針 信託財産の成長をめざして運用を行ないます。

主要投資
対　　象

当 フ ァ ン ド

イ�．ルクセンブルグ籍の外国
証券投資法人「ミレーア
セット・グローバル・ディ
スカバリー・ファンド」が
発行する「ミレーアセッ
ト・ネクスト・アジア・パ
シフィック・エクイティ・
ファンド（円クラス）」の
投資証券（円建）

ロ�．ダイワ・マネーストッ
ク・マザーファンドの受益
証券

ダイワ・マネー
ス ト ッ ク・
マザーファンド

円建ての債券

組入制限

当ファンドの投資信託
証券組入上限比率 無制限

マザーファンドの
株式組入上限比率 純資産総額の10％以下

分配方針

分配対象額は、経費控除後の配当等収益と売
買益（評価益を含みます。）等とし、原則とし
て、基準価額の水準等を勘案して分配金額を
決定します。ただし、分配対象額が少額の場
合には、分配を行なわないことがあります。

運用報告書（全体版）
第12期

（決算日　2022年 1 月20日）
（作成対象期間　2021年 7 月21日～2022年 1 月20日）

受益者のみなさまへ
毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申

し上げます。
当ファンドは、アジア・オセアニアおよび

日本のアジア・ワン企業の株式に投資し、信
託財産の成長をめざしております。当作成期
につきましてもそれに沿った運用を行ないま
した。ここに、運用状況をご報告申し上げま
す。
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、

お願い申し上げます。

◇TUZ0567420220120◇



ダイワ／ミレーアセット亜細亜株式ファンド

最近5期の運用実績

決　　算　　期
基 準 価 額

ＭＳＣＩ　ＡＣ
Asia Pacific 指数

（配当込み、円換算） 公 社 債
組入比率

投資信託
証　　券
組入比率

純資産
総　額

（分配落） 税込み
分配金

期　中
騰落率 （参考指数） 期　中

騰落率
円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円

8期末（2020年 1 月20日） 12, 797 350 17. 2 15, 682 12. 0 ― 98. 0 5, 767 
9 期末（2020年 7 月20日） 12, 905 50 1. 2 14, 654 △� 6. 6 ― 98. 5 4, 951
10期末（2021年 1 月20日） 14, 751 1, 400 25. 2 18, 348 25. 2 ― 99. 7 4, 669
11期末（2021年 7 月20日） 13, 645 750 △� 2. 4 18, 744 2. 2 ― 99. 1 3, 868 
12期末（2022年 1 月20日） 12, 873 0 △� 5. 7 18, 687 △� 0. 3 ― 98. 9 3, 158 

（注 1）基準価額の騰落率は分配金込み。
（注 ２）�ＭＳＣＩ ＡＣ Asia Pacific 指数（配当込み、円換算）は、ＭＳＣＩ Inc. の承諾を得て、ＭＳＣＩ ＡＣ Asia Pacific 指数（配当込み、米ド

ルベース）をもとに円換算し、当ファンド設定日を10, 000として大和アセットマネジメントが計算したものです。ＭＳＣＩ ＡＣ Asia 
Pacific 指数（配当込み、米ドルベース）は、ＭＳＣＩ Inc. が開発した株価指数で、同指数に対する著作権、知的所有権その他一切の権利は
ＭＳＣＩ Inc. に帰属します。またＭＳＣＩ Inc. は、同指数の内容を変更する権利および公表を停止する権利を有しています。

（注 ３）海外の指数は、基準価額への反映を考慮して、現地前営業日の終値を採用しています。
（注 4）指数値は、指数提供会社により過去に遡って修正される場合があります。上記の指数は直近で知り得るデータを使用しております。
（注 5）公社債組入比率は、マザーファンドの組入比率を当ファンドベースに換算したものを含みます。
（注 6）公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）および債券先物を除きます。
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ダイワ／ミレーアセット亜細亜株式ファンド
ダイワ／ミレーアセット亜細亜株式ファンド ダイワ／ミレーアセット亜細亜株式ファンド

■基準価額・騰落率
期　首：13, 645円
期　末：12, 873円（分配金 0円）
騰落率：△5. 7％（分配金込み）

■基準価額の主な変動要因
アジア・オセアニア株式市況が下落したことなどがマイナス要因となり、基準価額は下落しまし
た。くわしくは「投資環境について」をご参照ください。

基準価額等の推移について 

運用経過

流　用

＊�分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを
示すものです。
＊�分配金を再投資するかどうかについては、お客さまがご利用のコースにより異なります（分配金を自動的に再投資するコースがないファンドも
あります）。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。したがって、お客さまの損益の状況を示すものではありません。
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ダイワ／ミレーアセット亜細亜株式ファンド

年　　月　　日
基　 準　 価 　額

ＭＳＣＩ　ＡＣ
Asia Pacific 指数

（配当込み、円換算） 公 社 債
組入比率

投資信託
証　　券
組入比率

騰 落 率 （参考指数） 騰 落 率
円 ％ ％ ％ ％

（期首）2021年 7 月20日 13, 645 ― 18, 744 ― ― 99. 1
7 月末 13, 607 △� 0. 3 18, 521 △� 1. 2 ― 98. 7
8 月末 13, 726 0. 6 18, 579 △� 0. 9 ― 98. 7
9 月末 13, 676 0. 2 18, 772 0. 1 ― 99. 4
10月末 14, 054 3. 0 19, 273 2. 8 ― 99. 0
11月末 13, 831 1. 4 18, 602 △� 0. 8 ― 98. 7
12月末 13, 654 0. 1 18, 918 0. 9 ― 99. 3

（期末）2022年 1 月20日 12, 873 △� 5. 7 18, 687 △� 0. 3 ― 98. 9
（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。
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ダイワ／ミレーアセット亜細亜株式ファンド
ダイワ／ミレーアセット亜細亜株式ファンド ダイワ／ミレーアセット亜細亜株式ファンド

■アジア・オセアニア株式市況
アジア・オセアニア株式市況は下落しました。
アジア・オセアニア株式市況は、当作成期首から2021年 8 月末にかけて、各国新型コロナウイル
スの感染拡大への警戒感が高まる中、ＩＴ（情報技術）企業や不動産・教育産業など広範囲に及ぶ
当局の規制強化を受けて大幅安となった中国を中心に下落しました。 9月から10月末にかけては、
米国金利の上昇や中国の大手不動産企業の債務問題などが懸念材料となり、軟調な展開となりまし
た。11月以降は、新型コロナウイルスの新変異株の感染拡大を受けて下落する場面もありました
が、重症化リスクが低いとの見方が広がり過度な警戒感が後退したことに加えて、経口薬承認など
を受けた米国株高に連れて持ち直したことから、当作成期末にかけて下落幅を縮小する展開となり
ました。
■日本株式市況
国内株式市況は上昇しました。
国内株式市況は、当作成期首より、国内で新型コロナウイルスの感染が再拡大して行動制限措置
がとられたことや、内閣支持率の低下で政局の行方に不透明感が増したことなどから、上値の重い
展開となりました。しかし、2021年 8 月下旬に国内の感染状況が改善したことを受けて上昇に転じ
ると、 9月初めには菅首相の自民党総裁選挙への不出馬表明を受けて株価は急騰し、年初来高値を
更新しました。10月に入ると、新政権への期待がやや後退したことや中国の大手不動産企業の信用
不安などが懸念され、株価は反落しました。10月末には、衆議院議員選挙で自民党が予想以上に議
席数を保ち、単独で絶対安定多数を維持したことが好感される局面もありましたが、11月末にかけ
ては、新型コロナウイルスの新変異株への警戒感が広がったことなどから株価は下落し、当作成期
末にかけても上値の重い展開となりました。
■為替相場
アジア・オセアニア通貨の対円相場は、上昇（円安）しました。
新型コロナウイルスの新変異株を巡る過度な懸念が後退する中で、市場のリスク選好姿勢が強ま
り、アジア・オセアニア通貨は対円で上昇する動きとなりました。

投資環境について （2021. 7. 21 ～ 2022. 1. 20）

流　用
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ダイワ／ミレーアセット亜細亜株式ファンド
ダイワ／ミレーアセット亜細亜株式ファンド ダイワ／ミレーアセット亜細亜株式ファンド

前作成期末における「今後の運用方針」

流　用

■当ファンド
今後も、ＡＰエクイティ・ファンドとダイワ・マネーストック・マザーファンドに投資します。
また、ＡＰエクイティ・ファンドへの投資割合を高位に維持することを基本とします。
※�ＡＰエクイティ・ファンド：ミレーアセット・ネクスト・アジア・パシフィック・エクイ
ティ・ファンド（円クラス）

■ＡＰエクイティ・ファンド
引き続き、ミレーアセット社と大和アセットマネジメントで連携して運用を行ってまいります。
アジア・オセアニア株式と日本株式の比率は、ミレーアセット社と大和アセットマネジメントで構
成されるファンド委員会で決定いたします。
・アジア・オセアニア株式

トップレベルのマーケットシェア、優れた市場開拓力、独自の技術・開発力、高い経営の質を
有しているアジア・ワン企業に投資してまいります。ミレーアセット社による独自のスコアリン
グやボトムアップ・アプローチにより、アジアの成長の恩恵を享受することで、持続的な利益成
長の実現が期待される銘柄に注目してまいります。個別銘柄では、半導体需要拡大の恩恵を受け
る台湾のハイテク関連銘柄、スポーツ消費拡大から恩恵を受ける中国のスポーツ用品関連銘柄な
どに投資妙味があると考えます。
・日本株式

新型コロナウイルスワクチン接種の進展が期待される一方、世界的なデルタ株への懸念の広が
りなど強弱材料が入り交じる状況が予想され、国内株式市況は一進一退の展開を予想します。
個別銘柄の選定にあたりましては、ファンドコンセプトに基づき、マーケットシェア、高い技
術力・開発力、優れた市場の開拓力、高い経営能力など、中長期的な視点に軸足を置いた銘柄選
別を行います。脱炭素社会やロボット・省人化など中長期的なテーマ性を有する設備投資関連、
素材関連を中心としたポートフォリオを構築します。アジアの中間所得者層の消費拡大が続くと
の見方に変わりはなく、その恩恵を受ける消費関連株に引き続き注目してまいります。

■ダイワ・マネーストック・マザーファンド
流動性や資産の安全性に配慮し、短期の国債やコール・ローン等による運用を行います。
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ダイワ／ミレーアセット亜細亜株式ファンド
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■当ファンド
当ファンドは、ＡＰエクイティ・ファンドとダイワ・マネーストック・マザーファンドへ投資す
るファンド・オブ・ファンズです。ＡＰエクイティ・ファンドへの投資割合を高位に維持すること
をめざしました。
■ＡＰエクイティ・ファンド

アジア・オセアニア株式と日本株式の比率は、定量・定性分析に基づいてミレーアセット社と大
和アセットマネジメントで構成されるファンド委員会で決定しました。
・アジア・オセアニア株式

トップレベルのマーケットシェア、優れた市場開拓力、独自の技術・開発力、高い経営の質を
有しているアジア・ワン企業に投資しました。国別構成では、中長期的な消費拡大が期待された
中国やインドを参考指数と比較してオーバーウエートとしました。個別銘柄では、TAIWAN�
SEMICONDUCTOR�MANUFACTURING（台湾、情報技術）、LI�NING（中国、一般消費財・
サービス）などを高位に組み入れました。
・日本株式

業種構成は、付加価値の高い製品・サービスの供給によってアジアの製造業の成長を支える素
材や、アジアの中間所得者層の消費拡大の恩恵を受ける一般消費財・サービスなどをオーバーウ
エートとしました。一方で、国内事業を中心に展開するコミュニケーション・サービスなどをア
ンダーウエートとしました。個別銘柄では、業績見通しや株価指標、アジア展開の潜在力などを
総合的に勘案し、ソニーグループ、信越化学工業、富士フイルム�ＨＬＤＧＳなどを高位に組み
入れました。

■ダイワ・マネーストック・マザーファンド
流動性や資産の安全性に配慮し、コール・ローン等による運用を行いました。

ポートフォリオについて （2021. 7. 21 ～ 2022. 1. 20）

流　用
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ダイワ／ミレーアセット亜細亜株式ファンド
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分配金について

流　用

当作成期は、基準価額の水準等を勘案し、収益分配を見送らせていただきました。
なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。
■分配原資の内訳（ 1万口当り）

項 目
当 期

2021年 7 月21日
～2022年 1 月20日

当期分配金（税込み） （円） ―
対基準価額比率 （％） ―
当期の収益 （円） ―
当期の収益以外 （円） ―��

翌期繰越分配対象額 （円） 3, 968�
（注 1）�「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価

証券売買等損益」から分配に充当した金額です。また、「当期の収益以外」
は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金額です。

（注 2）�円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金
（税込み）に合致しない場合があります。

（注 3）�当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分
配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。

当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークを設けておりません。
以下のグラフは、当ファンドの基準価額と参考指数との騰落率の対比です。
参考指数はアジア・オセアニアおよび日本の株式市況の動向を表す代表的な指数として掲載してお
ります。

（％）
0. 0
-1. 0
-2. 0
-3. 0
-4. 0
-5. 0
-6. 0

当　期
（2021. 7. 20～2022. 1. 20）

基準価額
MSCI AC Asia Pacific 指数
（配当込み、円換算）

（注）基準価額の騰落率は分配金込みです。

ベンチマークとの差異について
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■当ファンド
今後も、ＡＰエクイティ・ファンドとダイワ・マネーストック・マザーファンドに投資します。
また、ＡＰエクイティ・ファンドへの投資割合を高位に維持することを基本とします。
■ＡＰエクイティ・ファンド

引き続き、ミレーアセット社と大和アセットマネジメントで連携して運用を行ってまいります。
アジア・オセアニア株式と日本株式の比率は、ミレーアセット社と大和アセットマネジメントで構
成されるファンド委員会で決定いたします。
・アジア・オセアニア株式

トップレベルのマーケットシェア、優れた市場開拓力、独自の技術・開発力、高い経営の質を
有しているアジア・ワン企業に投資してまいります。ミレーアセット社による独自のスコアリン
グやボトムアップ・アプローチにより、アジアの成長の恩恵を享受することで、持続的な利益成
長の実現が期待される銘柄に注目してまいります。個別銘柄では、半導体需要拡大の恩恵を受け
る台湾のハイテク関連銘柄、スポーツ消費拡大から恩恵を受ける中国のスポーツ用品関連銘柄な
どに投資妙味があると考えます。
・日本株式

国内企業業績は2022年度も回復が継続すると想定しますが、半導体等の部材不足や原材料価格
の高騰の影響によって、企業別・業種別の業績の格差は拡大する傾向が強まると考えます。ま
た、新型コロナウイルスの治療薬開発の進展などを踏まえると、感染再拡大の影響が長期化する
可能性は低いとみられますが、一時的にせよ市場心理を悪化させるリスクを考慮すると、当面は
上にも下にも振れやすい相場展開を想定します。
個別銘柄の選定にあたりましては、ファンドコンセプトに基づき、マーケットシェア、高い技
術力・開発力、優れた市場の開拓力、高い経営能力など、中長期的な視点に軸足を置いた銘柄選
別を行います。脱炭素社会やロボット・省人化など中長期的なテーマ性を有する設備投資関連、
素材関連を中心としたポートフォリオを構築します。アジアの中間所得者層の消費拡大が続くと
の見方に変わりはなく、その恩恵を受ける消費関連株に引き続き注目してまいります。

■ダイワ・マネーストック・マザーファンド
流動性や資産の安全性に配慮し、短期の国債やコール・ローン等による運用を行う方針です。

今後の運用方針

流　用

9
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ダイワ／ミレーアセット亜細亜株式ファンド
ダイワ／ミレーアセット亜細亜株式ファンド ダイワ／ミレーアセット亜細亜株式ファンド

1万口当りの費用の明細

流　用

項　　　目
当　期

（2021. 7. 21～2022. 1. 20） 項　　目　　の　　概　　要
金　額 比　率

信 託 報 酬 �86円� 0. 627％ 信託報酬＝当作成期中の平均基準価額×信託報酬率
　　　　　当作成期中の平均基準価額は13, 800円です。

（投 信 会 社） �（27） （0. 194） 投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託会社への運用指図、基準価
額の計算、法定書面等の作成等の対価

（販 売 会 社） �（57） （0. 416） 販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの
管理、購入後の情報提供等の対価

（受 託 会 社） �（2） （0. 017） 受託会社分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料 �―� ―
売買委託手数料＝当作成期中の売買委託手数料／当作成期中の平均受益
権口数
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

有価証券取引税 �―� ―
有価証券取引税＝当作成期中の有価証券取引税／当作成期中の平均受益
権口数
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

そ の 他 費 用 �1��� 0. 004�� その他費用＝当作成期中のその他費用／当作成期中の平均受益権口数

（監 査 費 用） �（1） （0. 004） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

合　　　　 計 �87��� 0. 631��
（注 1）当作成期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便

法により算出した結果です。
（注 2）各金額は項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
（注 3）各比率は 1万口当りのそれぞれの費用金額を当作成期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、小数点第 3位未満を四捨五

入してあります。
（注 4）組み入れているマザーファンドがある場合、売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当該マザーファンドが支払っ

た金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）がある場合、
各項目の費用は、当該投資信託証券が支払った費用を含みません。なお、当該投資信託証券の直近の計算期末時点における「 1万
口当りの費用の明細」が取得できるものについては「組入上位ファンドの概要」に表示することとしております。
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ダイワ／ミレーアセット亜細亜株式ファンド
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流　用

総経費率　（　①　＋　②　＋　③　） 2. 26％
①このファンドの費用の比率 1. 25％
②投資先ファンドの運用管理費用の比率 0. 94％
③投資先ファンドの運用管理費用以外の比率 0. 07％

（注 1）①の費用は、 1万口当りの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注 2）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注 3）各比率は、年率換算した値です。
（注 4）投資先ファンドとは、このファンドが組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）です。
（注 5）①の費用は、マザーファンドが支払った費用を含み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。
（注 6）①の費用と②③の費用は、計上された期間が異なる場合があります。
（注 7）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率と異なります。

参考情報
■総経費率

当作成期中の運用・管理にかかった費用の総額を、期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（ 1口当り）
を乗じた数で除した総経費率（年率）は2. 26％です。

総経費率
2. 26％

運用管理費用
（投信会社）
0. 38％

運用管理費用
（販売会社）
0. 83％

運用管理費用
（受託会社）
0. 03％

その他費用
0. 01％

運用管理費用
0. 94％

運用管理費用以外
0. 07％

この
ファンド
1. 25％

投資先
ファンド
1. 01％

3
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ダイワ／ミレーアセット亜細亜株式ファンド

■主要な売買銘柄
投資信託証券

（2021年 7 月21日から2022年 1 月20日まで）
当　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期

買　　　　　　　　　　　付 売　　　　　　　　　　　付
銘　　　　　柄 口　数 金　額 平均単価 銘　　　　　柄 口　数 金　額 平均単価

千口 千円 円 千口 千円 円
MIRAE ASSET GLOBAL 
DISCOVERY FUND-MIRAE 
ASSET NEXT ASIA PACIFIC 
EQUITY FUND（ルクセンブルグ）  

2, 801. 7705213 550, 000 196 

（注 1）金額は受渡し代金。
（注 2）金額の単位未満は切捨て。

■売買および取引の状況
投資信託証券

（2021年 7 月21日から2022年 1 月20日まで）
買　　　　付 売　　　　付

口　　数 金　　額 口　　数 金　　額

外国
（邦貨建）

千口 千円 千口 千円

― ― 2, 801. 7705213 550, 000 

（注 1）金額は受渡し代金。
（注 2）�金額の単位未満は切捨て。

■利害関係人との取引状況等
当期作成中における利害関係人との取引はありません。

（2）親投資信託残高
種　　　　　類 期　　首 当　　 期 　　末

口　　数 口　　数 評 価 額
千口 千口 千円

ダイワ・マネーストック・
マザーファンド 9, 958 9, 958 9, 965 

（注）単位未満は切捨て。

■投資信託財産の構成
2022年 1 月20日現在

項　　　　　目 当　　　期　　　末
評　価　額 比　　 率

千円 ％
投資信託証券 3, 123, 817 97. 3 
ダイワ・マネーストック・
マザーファンド 9, 965 0. 3 

コール・ローン等、その他 76, 657 2. 4 
投資信託財産総額 3, 210, 440 100. 0 
（注）評価額の単位未満は切捨て。

■組入資産明細表
（1）�ファンド・オブ・ファンズが組み入れた邦貨建ファン
ドの明細

ファンド名 当　　　期　　　末
口　　数 評 価 額 比率

千口 千円 ％ 
外国投資信託証券
（ルクセンブルグ）
MIRAE ASSET GLOBAL 
DISCOVERY FUND-MIRAE 
ASSET NEXT ASIA PACIFIC 
EQUITY FUND

17, 093. 6711089 3, 123, 817 98. 9 

（注 1）比率欄は、純資産総額に対する評価額の比率。
（注 2）評価額の単位未満は切捨て。
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ダイワ／ミレーアセット亜細亜株式ファンド

■資産、負債、元本および基準価額の状況
2022年 1 月20日現在

項　　　　　目 当　　期　　末
（Ａ）資産 3, 260, 440, 251円

コール・ローン等 26, 657, 991  
投資信託証券（評価額） 3, 123, 817, 114  
ダイワ・マネーストック・
マザーファンド（評価額） 9, 965, 146  
未収入金 100, 000, 000  

（Ｂ）負債 102, 325, 937  
未払金 50, 000, 000  
未払解約金 29, 082, 158  
未払信託報酬 23, 090, 618  
その他未払費用 153, 161  

（Ｃ）純資産総額（Ａ－Ｂ） 3, 158, 114, 314  
元本 2, 453, 199, 890  
次期繰越損益金 704, 914, 424  

（Ｄ）受益権総口数 2, 453, 199, 890口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 12, 873円

＊�期首における元本額は2, 835, 103, 809円、当作成期間中における追加設定元本額
は25, 387, 177円、同解約元本額は407, 291, 096円です。
＊当期末の計算口数当りの純資産額は12, 873円です。

■損益の状況
当期  自 2021年 7 月21日  至 2022年 1 月20日

項　　　　　目 当　　　　期
（Ａ）配当等収益 △� 6, 879円

受取利息 732  
支払利息 △� 7, 611  

（Ｂ）有価証券売買損益 △� 166, 133, 917  
売買益 16, 652, 001  
売買損 △� 182, 785, 918  

（Ｃ）信託報酬等 △� 23, 243, 779  
（Ｄ）当期損益金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） △� 189, 384, 575  
（Ｅ）前期繰越損益金 729, 071, 077  
（Ｆ）追加信託差損益金 165, 227, 922  

（配当等相当額） （� 158, 054, 759）
（売買損益相当額） （� 7, 173, 163）

（Ｇ）合計（Ｄ＋Ｅ＋Ｆ） 704, 914, 424  
次期繰越損益金（Ｇ） 704, 914, 424  
追加信託差損益金 165, 227, 922  
（配当等相当額） （� 158, 054, 759）
（売買損益相当額） （� 7, 173, 163）
分配準備積立金 815, 463, 901  
繰越損益金 △� 275, 777, 399  

（注 1）�信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しておりま
す。

（注 2）�追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る
場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

（注 3）�収益分配金の計算過程は下記「収益分配金の計算過程（総額）」をご参照
ください。

■収益分配金の計算過程（総額）
項　　　　目 当　　　期

（ａ）経費控除後の配当等収益  0円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益  0　
（ｃ）収益調整金 158, 054, 759　
（ｄ）分配準備積立金 815, 463, 901　
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） 973, 518, 660　
（ｆ）分配金  0　
（ｇ）翌期繰越分配対象額（ｅ－ｆ） 973, 518, 660　
（ｈ）受益権総口数 2, 453, 199, 890口
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ダイワ／ミレーアセット亜細亜株式ファンド

ミレーアセット・ネクスト・アジア・パシフィック・エクイティ・ファンド（円クラス）

　当ファンド（ダイワ／ミレーアセット亜細亜株式ファンド）は、ルクセンブルグ籍の外国証券投資法人「ミレーアセッ
ト・グローバル・ディスカバリー・ファンド」が発行する「ミレーアセット・ネクスト・アジア・パシフィック・エクイ
ティ・ファンド（円クラス）」に投資しておりますが、以下の内容は一部の項目を除きすべてのクラスを合算しております。
（注）2022年 1 月20日時点で入手しうる直近の決算分を掲載しております。

貸借対照表（2021年 3 月31日現在）

　 （ＵＳＤ）
投資有価証券簿価 28, 112, 375
評価損益 11, 767, 317
投資有価証券時価評価額 39, 879, 692
現金 631, 735
未収利息および未収配当金 146, 217
資産合計 40, 657, 644
未払費用 54, 768
負債合計 54, 768
純資産 40, 602, 876
1 口当りの純資産
Ｊ クラス ＪＰＹ シェア 195. 81
発行済み口数
Ｊ クラス ＪＰＹ シェア 22, 946, 293. 521
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ダイワ／ミレーアセット亜細亜株式ファンド

損益計算書および純資産変動計算書（2021年 3 月31日に終了した会計期間）

　  （ＵＳＤ）
期首純資產 40, 508, 661 
配当（源泉徴収税控除後） 452, 584 
受取利息 1, 582 
収益合計 454, 166 
運用会社報酬 23, 135 
投資管理報酬 291, 465 
保管および預託報酬 51, 810 
監査および法的報酬 24, 316 
管理および会計報酬 36, 749 
登録および移転手数料 10, 108 
年次税 4, 797 
出版および印刷料 232 
その他の税金 225, 357 
税金計算および報告報酬 320 
取引費用 87, 032 
その他の費用 17, 067 
費用合計 772, 388 
投資による損益（総額） （318, 222）
実現損益
　投資有価証券売却 14, 478, 800 
　為替先渡取引 （455）
　為替取引 （73, 541）
評価損益の増減額
　投資有価証券 5, 079, 021 
運用に係る純資産の期中増減額 19, 165, 603 
　解約に対する支出 （19, 071, 388）
設定・解約による収支 （19, 071, 388）
期末純資産 40, 602, 876 
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ダイワ／ミレーアセット亜細亜株式ファンド

2021年 3 月31日現在の投資明細表（米ドル建て）

数量 銘柄明細 評価額 純資産に
占める割合％

公式な取引所の上場が認められた譲渡可能な証券および金融市場商品
債券

45, 152 Britannia Industries Limited** 63, 092 0. 16
債券合計 63, 092 0. 16
株式

4, 000 Advantest Corp. 349, 901 0. 86
20, 500 Alibaba Group Holding Limited 580, 126 1. 43
13, 900 Anritsu Corp. 303, 474 0. 75
8, 238 Apollo Hospitals Enterprise Limited 327, 045 0. 81
36, 900 Asahi Kasei Corp. 424, 987 1. 05
8, 148 Asian Paints Limited 282, 768 0. 70

310, 400 Bank Central Asia Tbk Pt 664, 105 1. 64
5, 972 Britannia Industries Limited 296, 091 0. 73
11, 500 Casio Computer Company Limited 216, 677 0. 53
19, 684 China International Travel Service Corp.  Limited – A 918, 179 2. 26
123, 500 China Merchants Bank Company Limited – H 942, 830 2. 32
1, 285 CSL Limited 259, 018 0. 64
3, 400 Daifuku Company Limited 333, 056 0. 82
13, 700 Daiichi Sankyo Company Limited 399, 264 0. 98
1, 700 Daikin Industries Limited 342, 888 0. 84
9, 700 Fuji Electric Holdings Company Limited 404, 094 1. 00
6, 900 Fujifilm Holdings Corp. 409, 723 1. 01
3, 500 Fujimori Kogyo Company Limited 142, 328 0. 35
6, 300 Fuso Chemical Company Limited 231, 425 0. 57
97, 000 Galaxy Entertainment Group Limited 873, 404 2. 15
120, 000 Geely Automobile Holdings Limited 305, 319 0. 75
42, 000 Haidilao International Holding Limited 287, 143 0. 71
7, 421 Hangzhou Hikvision Digital Technology Company Limited – A 63, 220 0. 16
19, 100 Han’s Laser Technology – A 123, 302 0. 30
66, 451 HDFC Bank Limited 1, 357, 505 3. 34
33, 664 Hindustan Lever Limited 1, 119, 517 2. 76
8, 100 Hitachi Limited 366, 279 0. 90
2, 800 Hoya Corp. 329, 062 0. 81
3, 582 Hyundai Motor Company 689, 974 1. 70
5, 800 Ibiden Company Limited 266, 781 0. 66
12, 000 Itochu Corp. 388, 975 0. 96
5, 900 Japan Steel Works Limited 140, 062 0. 34
23, 900 JD. com Inc. 989, 918 2. 44
2, 423 Kakao Corp. 1, 066, 187 2. 63
392 Kingsoft Cloud Holdings Limited 15, 351 0. 04

16, 600 Kubota Corp. 377, 947 0. 93
13, 100 Kurita Water Industries Limited 561, 716 1. 38

97 LG Household & Health Care Limited 134, 562 0. 33
172, 000 Li Ning Company Limited 1, 117, 289 2. 75
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ダイワ／ミレーアセット亜細亜株式ファンド

数量 銘柄明細 評価額 純資産に
占める割合％

5, 200 Menicon Company Limited 306, 850 0. 76
4, 600 Monogatari Corp. 299, 295 0. 73
5, 100 Murata Manufacturing Company Limited 407, 502 0. 99
3, 250 Naver Corp. 1, 082, 620 2. 66
3, 341 Nestle India Limited 784, 361 1. 93
66, 420 New Oriental Education & Technology Group Inc.  – ADR 940, 507 2. 32
12, 800 New Oriental Education & Technology Group Inc. 175, 020 0. 43
12, 000 Nichias Corp. 304, 717 0. 75
2, 800 Nidec Corp. 339, 942 0. 84
13, 800 Nomura Research Institute Limited 427, 119 1. 05
4, 600 Organo Corp. 276, 017 0. 68
3, 400 Oriental Land Company Limited 510, 799 1. 26
6, 800 Osaka Organic Chemical Industry Limited 227, 978 0. 56
15, 100 Pan Pacific International Holdings Corp. 356, 281 0. 88
7, 601 Pinduoduo Inc. 1, 029, 479 2. 54
29, 500 Ping An Healthcare & Technology Company Limited 369, 975 0. 91
101, 000 Ping An Insurance Group Company of China Limited 1, 202, 385 2. 96
21, 013 Samsung Electronics Company Limited 1, 511, 344 3. 72
8, 000 Seiren Company Limited 140, 683 0. 35
97, 885 Shanghai International Airport – A 863, 722 2. 13
4, 600 Shin-Etsu Chemical Company Limited 773, 595 1. 90
11, 400 SMS Company Limited 348, 202 0. 86
7, 400 Sony Corp. 775, 375 1. 91
12, 600 Stanley Electric Company Limited 375, 176 0. 92
11, 400 Sumitomo Mitsui Financial Group Inc.  412, 794 1. 02
6, 200 Suzuki Motor Corp. 281, 538 0. 69
2, 900 Sysmex Corp. 312, 511 0. 77

111, 000 Taiwan Semiconductor Manufacturing Company Limited 2, 283, 558 5. 63
3, 400 Tdk Corp. 471, 010 1. 16
25, 700 Tencent Holdings Limited 2, 016, 549 4. 96
9, 700 Terumo Corp. 350, 536 0. 86
8, 600 Tokio Marine Holdings Inc.  409, 172 1. 01
11, 400 Toyoda Gosei Company Limited 299, 577 0. 74
2, 900 Toyota Industries Corp. 258, 395 0. 64
49, 423 Vietnam Dairy Products JSC 209, 119 0. 52
3, 128 Vipshop Holdings Limited 96, 749 0. 24
3, 400 Yamaha Corp. 184, 656 0. 45

株式合計 39, 816, 600 98. 06
公式な取引所の上場が認められた譲渡可能な証券および金融市場商品合計 39, 879, 692 98. 22
投資有価証券時価評価額 39, 879, 692 98. 22
現金 631, 735 1. 56
その他の資産 91, 449 0. 22
純資産総額 40, 602, 876 100. 00
** 非流動性証券
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ダイワ・マネーストック・マザーファンド

＜補足情報＞
当ファンド（ダイワ／ミレーアセット亜細亜株式ファンド）が投資対象としている「ダイワ・マネーストック・マ
ザーファンド」の決算日（2021年12月 9 日）と、当ファンドの決算日が異なっておりますので、当ファンドの決算日
（2022年 1 月20日）現在におけるダイワ・マネーストック・マザーファンドの組入資産の内容等を掲載いたしました。

■組入資産明細表
2022年 1 月20日現在、有価証券等の組み入れはありません。

■ダイワ・マネーストック・マザーファンドの主要な売買銘柄
2021年 7 月21日～2022年 1 月20日における主要な売買銘柄はありません。

17



1

大和アセットマネジメント株式会社
東京都千代田区丸の内一丁目９番１号
https://www.daiwa-am.co.jp/

ダイワ・マネーストック・マザーファンド

運用報告書　第12期（決算日　2021年12月９日）

（作成対象期間　2020年12月10日～2021年12月９日）

ダイワ・マネーストック・マザーファンドの運用状況をご報告申し上げます。

★当ファンドの仕組みは次の通りです。
運 用 方 針 安定した収益の確保をめざして安定運用を行ないます。
主 要 投 資 対 象 円建ての債券
株 式 組 入 制 限 純資産総額の10％以下
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大和アセットマネジメント株式会社
東京都千代田区丸の内一丁目９番１号
https://www.daiwa-am.co.jp/

ダイワ・マネーストック・マザーファンド

運用報告書　第12期（決算日　2021年12月９日）

（作成対象期間　2020年12月10日～2021年12月９日）

ダイワ・マネーストック・マザーファンドの運用状況をご報告申し上げます。

★当ファンドの仕組みは次の通りです。
運 用 方 針 安定した収益の確保をめざして安定運用を行ないます。
主 要 投 資 対 象 円建ての債券
株 式 組 入 制 限 純資産総額の10％以下

2

ダイワ・マネーストック・マザーファンド

■主要な売買銘柄

当作成期中における主要な売買銘柄はありません。

年 月 日
基 準 価 額 公 社 債

組 入 比 率騰 落 率
円 ％ ％

(期首)2020年12月９日 10,010 － －
12月末 10,010 0.0 －

2021年１月末 10,010 0.0 －
２月末 10,010 0.0 －
３月末 10,010 0.0 －
４月末 10,009 △0.0 －
５月末 10,009 △0.0 －
６月末 10,009 △0.0 －
７月末 10,008 △0.0 －
８月末 10,008 △0.0 －
９月末 10,008 △0.0 －
10月末 10,007 △0.0 －
11月末 10,007 △0.0 －

(期末)2021年12月９日 10,007 △0.0 －
（注１）騰落率は期首比。
（注２）公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）および債券先物を除

きます。
（注３）当ファンドは、安定した収益の確保をめざして安定運用を行っており、ベ

ンチマークおよび参考指数はありません。

■売買および取引の状況

当作成期中における売買および取引はありません。

■当作成期中の基準価額と市況等の推移
（円）

9,990

10,000

10,010

10,020

10,030

期　首
（2020.12.９）

期　末
（2021.12.９）

基準価額

《運用経過》
◆基準価額等の推移について
【基準価額・騰落率】
　期首：10,010円　期末：10,007円　騰落率：△0.0％
【基準価額の主な変動要因】
　コール・ローン等の利回りがマイナス圏で推移したことなどから、
基準価額は下落しました。
◆投資環境について
○国内短期金融市況
　当作成期を通じて、日銀は長短金利操作付き量的・質的金融緩和
を維持しました。この金融政策を背景に、国庫短期証券（３カ月
物）の利回りおよび無担保コール翌日物金利はマイナス圏で推移し
ました。

■１万口当りの費用の明細
項 目 当 期

売買委託手数料 －円
有価証券取引税 －
その他費用 0
（その他） （0）

合　　計 0
（注１）費用の項目および算出法については前掲しております項目の概要をご参照

ください。
（注２）項目ごとに円未満を四捨五入してあります。

◆前作成期末における「今後の運用方針」
　流動性や資産の安全性に配慮し、短期の国債やコール・ローン等に
よる運用を行う方針です。
◆ポートフォリオについて
　流動性や資産の安全性に配慮し、コール・ローン等による運用を行
いました。
◆ベンチマークとの差異について
　当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークおよび
参考指数を設けておりません。

《今後の運用方針》
　流動性や資産の安全性に配慮し、短期の国債やコール・ローン等によ
る運用を行う方針です。

■投資信託財産の構成
2021年12月９日現在

項 目
当 期 末

評 価 額 比 率
千円 ％

コール・ローン等、その他 147,987,988 100.0
投資信託財産総額 147,987,988 100.0
（注）評価額の単位未満は切捨て。

■組入資産明細表

当作成期末における有価証券等の組み入れはありません。
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ダイワ・マネーストック・マザーファンド

3

ダイワ・マネーストック・マザーファンド

■資産、負債、元本および基準価額の状況
2021年12月９日現在

項 目 当 期 末
(Ａ) 資産 147,987,988,484円

コール・ローン等 147,987,988,484
(Ｂ) 負債 210,000,000

未払解約金 210,000,000
(Ｃ) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 147,777,988,484

元本 147,676,216,454
次期繰越損益金 101,772,030

(Ｄ) 受益権総口数 147,676,216,454口
１万口当り基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,007円

＊期首における元本額は88,319,921,795円、当作成期間中における追加設定元本
額は176,557,677,368円、同解約元本額は117,201,382,709円です。

＊当期末における当マザーファンドを投資対象とする投資信託の元本額：
日本株ロング・ショート戦略パイロットファンド（適格機関投資家専用） 266,761,115円
ロボット・テクノロジー関連株ファンド　－ロボテック－ 947,268円
ダイワ／ミレーアセット・インド株式ファンド　－インドの匠－ 29,910,270円
ワールド・フィンテック革命ファンド（為替ヘッジあり） 998円
ワールド・フィンテック革命ファンド（為替ヘッジなし） 998円
ＵＳ短期ハイ・イールド社債ファンド（為替ヘッジあり／毎月決算型） 102,434円
ロボット・テクノロジー関連株ファンド　－ロボテック－（為替ヘッジあり） 39,849円
ロボット・テクノロジー関連株ファンド（年１回決算型）　
－ロボテック（年１回）－（為替ヘッジあり） 3,985円
ｉＦｒｅｅレバレッジ　Ｓ＆Ｐ500 8,293,797,395円
ｉＦｒｅｅレバレッジ　ＮＡＳＤＡＱ100 70,959,132,903円
クリーンテック株式ファンド（資産成長型） 998,802円
ロボット・テクノロジー関連株ファンド　－ロボテック－（毎月決算／予想分配金提示型） 999円
世界インフラ戦略ファンド（為替ヘッジなし／毎月分配型） 1,000円
世界インフラ戦略ファンド（為替ヘッジなし／資産成長型） 499,501円
ダイワ上場投信－日経平均レバレッジ・インデックス 5,345,339,466円
ダイワ上場投信－日経平均ダブルインバース・インデックス 6,483,785,045円
ダイワ上場投信－ＴＯＰＩＸレバレッジ（２倍）指数 1,334,794,630円
ダイワ上場投信－ＴＯＰＩＸダブルインバース（－２倍）指数 936,360,631円
ダイワ上場投信－日経平均インバース・インデックス 6,676,062,567円
ダイワ上場投信－ＴＯＰＩＸインバース（－１倍）指数 3,084,973,807円
ダイワ上場投信－ＪＰＸ日経400レバレッジ・インデックス 574,295,634円
ダイワ上場投信－ＪＰＸ日経400インバース・インデックス 861,497,868円
ダイワ上場投信－ＪＰＸ日経400ダブルインバース・インデックス 104,920,073円
ダイワ米国投資法人債ファンド（為替ヘッジあり）2016－07 997円
ダイワ米国投資法人債ファンド（為替ヘッジあり）2016－10 997円
先進国トータルリターン戦略ファンド（リスク抑制型／適格機関投資家専用） 6,988,339,549円
ダイワ日本株式ベア・ファンド（適格機関投資家専用） 101,154,451円
ダイワ日本国債15－20年ラダー型ファンド・マネーポートフォリオ　－ＳＬトレード－ 301,448,680円
ブルベア・マネー・ポートフォリオ６ 16,464,882,107円
ブル３倍日本株ポートフォリオ６ 17,685,532,691円
ベア２倍日本株ポートフォリオ６ 1,058,922,067円
ダイワ／ハリス世界厳選株ファンド・マネー・ポートフォリオ 89,553,240円
ダイワ・アセアン内需関連株ファンド・マネー・ポートフォリオ 2,938,475円
通貨選択型ダイワ／ミレーアセット・グローバル・グレートコ
ンシューマー株式ファンドⅡ　豪ドル・コース（毎月分配型） 595,106円
通貨選択型ダイワ／ミレーアセット・グローバル・グレートコンシュー
マー株式ファンドⅡ　ブラジル・レアル・コース（毎月分配型） 987,373円
通貨選択型ダイワ／ミレーアセット・グローバル・グレートコン
シューマー株式ファンドⅡ　通貨セレクト・コース（毎月分配型） 494,581円
ダイワＵＳ短期ハイ・イールド社債ファンド（為替ヘッジあり／年１回決算型） 9,957円
ダイワ米国バンクローン・オープン（為替ヘッジあり） 997円
ダイワ米国バンクローン・オープン（為替ヘッジなし） 997円
ダイワ新グローバル・ハイブリッド証券ファンド（為替ヘッジあり） 997円
ダイワ新グローバル・ハイブリッド証券ファンド（為替ヘッジなし） 997円
ダイワ／ミレーアセット亜細亜株式ファンド 9,958,176円
通貨選択型ダイワ／ミレーアセット・グローバル好配当株α（毎月分配型）米ドル・コース 10,833円
通貨選択型ダイワ／ミレーアセット・グローバル好配当株
α（毎月分配型）ブラジル・レアル・コース 10,788円
通貨選択型ダイワ／ミレーアセット・グローバル好配当株α（毎月分配型）通貨セレクト・コース 12,751円
ロボット・テクノロジー関連株ファンド（年１回決算型）　－ロボテック（年１回）－ 100,588円

ダイワ先進国リートα　為替ヘッジあり（毎月分配型） 399,083円
ダイワ先進国リートα　為替ヘッジなし（毎月分配型） 99,771円
通貨選択型ダイワ先進国リートα　円ヘッジコース（毎月分配型） 399,083円
通貨選択型ダイワ先進国リートα　通貨セレクトコース（毎月分配型） 99,771円
ダイワ／ミレーアセット・グローバル・グレートコンシューマー株式ファンド（為替ヘッジあり） 1,091,429円
ダイワ／ミレーアセット・グローバル・グレートコンシューマー株式ファンド（為替ヘッジなし） 315,004円
ダイワ／ミレーアセット・アジア・セクターリーダー株ファンド 10,009,811円
ダイワ日本株ストラテジーα（通貨選択型）　－ジャパン・
トリプルリターンズ－　日本円・コース（毎月分配型） 398,764円
ダイワ日本株ストラテジーα（通貨選択型）　－ジャパン・
トリプルリターンズ－　豪ドル・コース（毎月分配型） 99,691円
ダイワ日本株ストラテジーα（通貨選択型）　－ジャパン・トリ
プルリターンズ－　ブラジル・レアル・コース（毎月分配型） 398,764円
ダイワ日本株ストラテジーα（通貨選択型）　－ジャパン・
トリプルリターンズ－　米ドル・コース（毎月分配型） 398,764円
ダイワ日本株ストラテジーα（通貨選択型）　－ジャパン・ト
リプルリターンズ－　通貨セレクト・コース（毎月分配型） 15,402円
通貨選択型ダイワ米国厳選株ファンド　－イーグルアイⅡ－　予想分配金提示型　日本円・コース 300,273円
通貨選択型ダイワ米国厳選株ファンド　－イーグルアイⅡ－　予想分配金提示型　豪ドル・コース 200,861円
通貨選択型ダイワ米国厳選株ファンド　－イーグルアイⅡ
－　予想分配金提示型　ブラジル・レアル・コース 300,273円
通貨選択型ダイワ米国厳選株ファンド　－イーグルアイⅡ－　予想分配金提示型　米ドル・コース 1,999,177円
通貨選択型ダイワ米国厳選株ファンド　－イーグルアイⅡ
－　予想分配金提示型　通貨セレクト・コース 505,900円

＊当期末の計算口数当りの純資産額は10,007円です。

■損益の状況
当期　自2020年12月10日　至2021年12月９日

項 目 当 期
(Ａ) 配当等収益 △ 31,130,963円

受取利息 469,134
支払利息 △ 31,600,097

(Ｂ) その他費用 △    147,839
(Ｃ) 当期損益金(Ａ＋Ｂ) △ 31,278,802
(Ｄ) 前期繰越損益金 90,693,506
(Ｅ) 解約差損益金 △106,126,697
(Ｆ) 追加信託差損益金 148,484,023
(Ｇ) 合計(Ｃ＋Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 101,772,030

次期繰越損益金(Ｇ) 101,772,030
（注１）解約差損益金とは、一部解約時の解約価額と元本との差額をいい、元本を

下回る場合は利益として、上回る場合は損失として処理されます。
（注２）追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る

場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。
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